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2005年日本国際博覧会関係工事
●青少年公園地区会場造成工事（Ｉ工区）
●中央管理棟取壊し工事
[所在地：愛知県]

造成工事及び建物の取壊し工事中に
雨が降った場合、濁った水が生じるた
め、工事排水の水質を管理して、河川
に影響を与えない配慮が必要となりま
す。また、既存の建物や公園が万博会
場となるため、既存の池、樹木などを
保全する必要があります。

（１）コンクリートのリサイクル

●コンクリート取り壊し数量
中央管理棟　　　：58,000t

（2）排水管理と自然素材を活用した水環
境の再生

（3）公園内の池の水質管理
工事の濁り水などが工事現場内の池
に入らないように迂回の水路を設けて
いますが、影響を受けていないことを
確認するため、水質を測定しています。

（4）環境保全に関するデータの情報公開

（5）樹木の移植

鴻沼川改修　床上浸水対策特別緊急工事
[所在地：埼玉県]

埼玉県の鴻沼川（こうぬまがわ）
（一級河川）は、川幅が狭く両岸には
住宅が建ち並び、集中豪雨の時には床
上浸水などが心配されています。その
対策として、川の下にトンネルを堀っ
て集中豪雨時の貯水池をつくっていま
す。このトンネルは、「サイホン」の
原理により水が流れて、もう一本の鴻
沼川となるように設計されています。

（1）建設汚泥のリサイクル
トンネルの直上の地盤沈下を防止す

るために泥水シールド工法 1）を採用し
ています。トンネル掘削時に発生した
建設汚泥は工事現場内のプラントで改
良して、産業廃棄物の再生利用制度
（環境大臣認定）に基づき、高規格堤
防 2）の盛土材としてリサイクルされて
います。

●実 績
一次処理土：41,000m3

（高規格堤防の盛土材として再生利用）
二次処理土： 5,800m3

（高規格堤防の盛土材として再生利用）

（2）工事騒音の低減
コンクリート構造物を壊す時の騒音

を防止するために、コンクリートコア
を抜き（ダイヤモンドカッターでコン
クリートに丸い穴をあけること）、そ
の穴に油圧ジャッキを差し込んで広げ
て、コンクリートに静かにクラックを
生じさせて小片に砕く工法を採用しま
した。

大北川総合開発事業　小山ダム本体工事
[所在地：茨城県]

産業廃棄物の再生利用に関する個別
指定制度（知事指定）のもとに、建設
汚泥を現場内で利用しています。

●実 績
平成13年度：　3,900m3

平成14年度：　8,300m3

最終予定　　　15,000m3

コンクリートリサイクル、
排水管理、樹木の保護

建設汚泥のリサイクルと
工事騒音の低減

建設汚泥のリサイクル

建物（中央管理棟）を取壊しています。大量
のコンクリートがらが生じます。

大雨の場合など、現場内に降った雨は土が混
じって排水されます。従って、このような水
は沈殿池（人工の溜池）に集めて、濁りなど
を取り除きます。

機械による自動測定も実施し、電子データと
して遠隔管理しています。なお、この測定機
は太陽電池により作動しています。

建設汚泥の改良プラ
ントの見学

（社）日本土木工
業協会による、
「100万人の市民
現場見学会」の
催しとして、近
隣の小学生がト
ンネル内を見学
しました。

コンクリートがらを一定の大きさに砕いて、
砕石として再生利用することにより現場内リ
サイクルをしてしています。

工場排水がコンクリート殻と接触して強アル
カリ性となるため、沈砂池に中和処理プラン
トを設置しています。工事排水は全量、この
プラントを通過して排出されるので、下流の
河川に影響を与えません。

自然の素材である
竹の束（竹そだ）
を用いて、土など
による濁りを取り
除きます。（竹そ
だ柵ろ過自然沈降
方式）

最終沈殿池（溜池）から河川に放流する前に、
水質を測定しています。

「蓮池」の水質測定

「環境モニタリング
展示室」を設置し、
環境保全に関する
情報を一般に公開
しています。

樹木に負担をかけないよう、素早く移植しま
す。根のまわりの土もそのまま移動していま
す。このような機械を使えば枝葉も幹も痛み
ません。

改良された建設汚泥

油圧ジャッキ（バースター）挿入、クラック
発生前

クラック発生後

高規格堤防に運搬して盛土に利用

1）泥水シールド工法：シールド機械前面と
切羽（きりは）の間に泥水［水に微細な
粘土（ベントナイト）を混ぜたもの］を
送り込み、泥水の圧力によって切羽の土
圧と水圧を支えることにより、トンネル
上方の地盤沈下を抑制するトンネル掘削
工法。

2）高規格堤防：スーパー堤防とも言います。
江戸川などの堤防の背後に土を盛り、平
坦地を造ることにより建設汚泥をリサイ
クルするとともに土地の有効利用を目的
とした堤防。
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亀山インターチェンジ工事
[所在地：三重県]

当初は、熱帯材でできた合板の型枠
に生コンを流し込んで構造物を作る予
定でしたが、作業所から発注者に提案

し、構造物の一部をプレキャスト化*
する工法に変更しています。これによ
り、合板の使用を減らすことが出来ま
した。また、既設構造物の撤去により、
コンクリートがらが大量に発生しまし
たが、全て、現場内で砕いて再生砕石
に加工してリサイクルしています。

プレキャスト化：工場でコンクリー
ト製品を作り、そのコンクリート製品
を現場まで運び使用すること。これに
より作業所でコンクリートを流し込む
作業がなくなり、作業所で型枠を使用
する必要がなくなります。工場では、
鋼製の型枠を使用するため、全体的に
熱帯材でできた合板型枠の使用を減ら
すことになります。

●実 績
合板型枠の削減量：6,072m2

再生砕石の生産量：1,220m3

原子力施設共同溝　屋外緒基礎工事
[所在地：青森県]

排気口（縦方向の筒状）を建設する
工事において、当初は、合板の型枠を
用いる予定でしたが、作業所から発注
者に提案し、内側の型枠を鋼製型枠に
変更しています。これにより、合板の
使用の低減を図ることができました。

●実 績
合板型枠の削減量：150m2

涌波トンネル　都市計画道路鈴見新庄線
道路改築（街路）工事（リサイクル）
[所在地：石川県]

トンネルの断面、地質により、トン
ネル掘削時に地盤の支持力が不足する
ことがあります。この作業所では、不
足する支持力を補うために、仮のコン

クリート構造物（これを仮インバート
といいます）を作り、それを足場にし
て掘削を行い、掘削が完了した段階で、
先に作った仮のコンクリート構造物を
取り壊す工法で掘削を行っています。
これにより、コンクリートがらが大量
に発生することになりますが、現場内
で砕いて再生砕石に加工して全てリサ
イクルしています。

●実 績
再生砕石の生産量：1,064m3

西神田三丁目北部西地区第一種市街地再
開発事業施設建築物新築工事（リサイクル）
[所在地：東京都]

（1）建設廃棄物の分別
分別ボックスの上に、作業所独自で

デザインした看板を掲示するなど、作
業員にも解りやすい方法で分別してい
ます。この作業所では、廃プラスチッ
ク類、木くず、せっこうボード、ダン
ボール、金属くず、コンクリートがら
の6種類に分別しています。

（2）混合廃棄物の排出抑制
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粒状化プラント

構造物（ボックスカルバート）の一部（側壁
の部分）に、プレキャスト化したものを用い
ています。

内側に鋼製の筒（コルゲート）（直径1m、延
長15m、2ヶ所）を埋め込んで、外側にコン
クリートを流し込みます。

現場内に破砕機を設置して、コンクリートが
らを砕石に加工しています。

分別ヤード（エコステーション）

松田美夜子富士常葉大学助教授が、汚泥のリ
サイクル状況、再生品の性状等を視察されま
した。

既設構造物の鉄筋、鋼線などとコンクリート
とを分別しています。

熱帯材型枠の低減とコンク
リートのリサイクル

コンクリートのリサイクル

熱帯材型枠の低減

建設廃棄物の分別と混合廃
棄物の排出抑制によるゼロエ
ミッションへの取り組み

●ダンボールの分別看板
看板に分別時の注意事項を記載しています。
このダンボールは産業廃棄物処理業者によっ
てリサイクル工場に運ばれますが、リサイク
ル工場に受け入れてもらうためには、注意事
項を全て実施する必要があります。

●朝礼広場の掲示板
作業所では、社員、全作業員が毎日朝礼を行
い、その日の注意事項などが伝達されます。
この朝礼広場の掲示板には全ての作業員が認
識できるように、建設廃棄物や混合廃棄物の
削減目標と月次実績が掲示されています。

●混合廃棄物の看板
この作業所では、6種類に分別できないもの
は、混合廃棄物のコンテナに入れています。
このような混合廃棄物は、中間処理施設でリ
サイクル方法、処分方法にあわせて選別（分別）
されます。また、生ごみなどは一般廃棄物と
して分別しなければなりませんので、このコ
ンテナに入れないように注意しています。

建設廃棄物全体についても排出目標を定め
て、月次実績を掲示しています。

●混合廃棄物の排出量の管理
混合廃棄物の排出量の目標を設定し、その月
次実績とともに掲示しています。この作業所
では混合廃棄物の排出量をできるだけゼロに
近づけようとするゼロエミッションへの取り
組みとして、建築物の延床面積あたりの混合
廃棄物の排出量の目標を8kg／m2以下と設定
しています。●せっこうボードの分別看板
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根っこや枝葉などを細長く針のよう
に砕いたもの（チップ）を土、種子な
どと混合し、草木の育ちにくい硬い土
の斜面などに吹き付けたり、貼り付け
て、草木の育つ地表（生育基盤）を創
り出す工法です。根っこなど従来は不
要なものとして廃棄していたものをリ
サイクルすることにより、廃棄物の量
を減らすことに貢献しています。

①財団法人先端建設技術センターより
技術審査証明書を取得（H.11.3）し
ています。

②ネッコチップ工法を実施した京都の
立命館宇治高校移転工事では、リデ
ュース・リユース・リサイクル推進
協議会が実施する平成14年度リデ
ュース・リユース・リサイクル推進
功労者等表彰事業において国土交通
大臣賞を受賞しています。

③施工実績：約500,000m2

平成14年度の施工実績：約200,000m2

平成14年度の主な施工事例：
第二東名高速道路相賀（その2）工事／
日本道路公団 静岡建設局／
施工面積18,500m2

羽地大川農業水利事業真喜屋ダム第二期
工事／沖縄総合事務所／施工面積
19,350m2

橋本真土道路東改良工事／国土交通省
近畿地方整備局／
施工面積16,300m2

④グリーン購入法の特定調達品目に登
録されています。（平成14年度）

細かい粒子の土など、土によっては
工事中に水と混って泥状の（泥のよう
な）土が生じる場合がありますが、そ
の性状によっては、建設汚泥という産
業廃棄物として排出して最終処分場に
埋立処分などをしなければならなくな
ります。従って、以下のようなプラン
トを作業所に設置して泥状の土を改良
し、現場内で利用することによりリサ
イクルに貢献しています。

①大聖寺川総合開発事業の九谷ダム建
設工事ではこの技術を用いて建設汚
泥をリサイクルしたことに対し、リ
サイクル推進協議会が実施する平成
13年度リサイクル推進功労者等表
彰事業で国土交通大臣賞を受賞して
います。
実績：120,000m3

最終予定：130,000m3

②茨城県の小山ダムにおいてもこの技
術を用いてリサイクルしています。
リデュース・リユース・リサイクル
推進協議会が実施する平成14年度
リデュース・リユース・リサイクル
推進功労者等表彰事業で会長賞を受
賞しています。
実績：11,000m3

最終予定：15,000m3

家庭などから回収されるガラスを主
な原料とした吸音板（リサイクル発泡
ガラス吸音板）を開発し防音壁として
利用しています。

①この技術は、中部電力株式会社、新
日鐵化学株式会社、日東紡音響エン
ジニアリング株式会社との共同開発
によるもので、旧建設省の「建設技
術評価」の認定を取得しています。
(建技評第96431号)

②主な施工実績
道路用防音壁：京都丹波道路／日本
道路公団関西支社／約1,200m2

道路用吸音パネル：第2神明道路／
約1,600m2

鉄道用防音壁：西武鉄道、相模鉄道、
京浜急行
工事現場防音壁：玉名トンネル／日
本鉄道建設公団九州新幹線建設局
その他、マンションバルコニー軒天
吸音板、駐車場防音壁などにも使用
されています。

③技術の特徴
●吸音性能及び遮音性能は、日本道路
公団防音壁仕様を満足しています。

●吸音材原料に家庭等で回収される
ガラスのリサイクル材料を使用し
ています。

●撥水性に優れています。(水分吸収
後、3時間で常乾状態に戻ります。）

●吸音板表面は塗装が可能ですので、
周囲の景色に調和した色の防音壁
を設置できます。

当社は、自然環境保全技術として技
術研究所のビオトープを始め、本社の
ロビーや都内のビル建設現場におい
て、人と自然のふれあいを実現させる
ため、ホタルの生育空間の導入に取り
組んでいます。

【技術研究所の「ホタルビオトープ」】
技術研究所では、ホタルや餌となる

カワニナ（巻き貝）の生育環境に必要
な「水」、「土壌」を研究しています。
また、ここでは、カワニナの世代交代
を確認しています。

【本社ロビーの「ホタルのせせらぎ」】

餌となるカワニナ、共存するメダカ、
ヌマエビなどが生息し、ホタルの生育
が可能な小空間を本社ロビーに設置し
ています。

作業所の取り組み
「ホタルの棲むニュータウンの造成」
－湘南佐島の丘地区開発基盤整備工事－

大場信義博士（全国ホタル研究会名
誉会長）の監修により、現地環境でヘ
イケボタルを実験的に飼育し、ホタル

の産卵、飛翔の生態に合わせて、在来
の自然環境の復元に取り組んでいま
す。また、この地域で消滅が予見され
る既存の植物を保護し、緑の再生にも
取り組んでいます。（エビネ、コクラ
ン、カサスゲの養生、マテバシイ、タ
ブ、シロダモ、スダジイ、モチノキの
幼木採取）

ビオトープには水の供給が欠かせま
せんが、電気などで動くポンプの代わ
りに、自然の力で動く「水撃ポンプ」
を導入しています。

「水撃ポンプ」とは、自然界の水撃
現象を利用した（高所より流れ落ちて
くる水のエネルギーだけを用いて、よ
り高所へ揚水する）ポンプで、最大揚
程100m近くまで揚水できます。

海洋科学技術センター内のビオトー
プで初めて採用され、全揚水量の約１
割が水撃ポンプにより賄われていま
す。

根っこなどを細かく砕き、土などと混合して
植物の育つ土を作っています。

硬い斜面に混合した土を吹き付けています。

低木の林に育ちました

建設汚泥の改良プラント全景

エコサウンドパネル利用例／道路用の防音壁

ネッコチップ工法
リサイクル／緑化技術

（伐採樹木を利用したのり面緑化工法）

建設汚泥の改良プラント
リサイクル

（泥状の土をリサイクルするための改良プラント）

エコサウンドパネル
リサイクル／騒音対策

（回収ガラスを利用した防音壁）

ホタルビオトープ
ビオト－プ

（ホタルの棲める環境づくり）

水撃ポンプを用いたビオトープ
ビオト－プ／省エネルギー

（自然エネルギーで動くポンプによるビオト－プへの水の供給）

【 】

リサイクル技術・自然再生技術



土壌中の微生物により、油や汚染物
質を浄化する方法が研究されていま
す。この場合、どの微生物が良いのか
を選ぶための培養実験が多くの研究者
により行われていますが、この手法で
は、次のような解析が可能となります。
なお、筑波大学の研究指導を受けて実
施しました。
●分解菌の迅速かつ高精度の検出のた
めに、遺伝子解析技術を利用した微
生物動態解析を適用しています。

●従来の培養法では、全体の10%程度
の菌の把握しかできず、かつ長時間
を要していましたが、本手法では直
接土壌から菌を採取、遺伝子解析に
より全情報の迅速な把握ができるた
め、浄化の工程管理や浄化後の安全
性評価への適用が可能となります。

●模擬汚染土壌や実汚染土壌を用いた
生物処理実験を行い、処理前後ある
いは経過時間毎の微生物の動態解析
を行った結果、本解析手法が菌相変
化の確認に適用できることが判明し
ています。

●本手法が菌相変化のみならず、分解
菌の同定まで活用できることも判っ
ています。

平成15年2月に施行されました土
壌汚染対策法により、工場などの跡地
の汚染調査や健康リスク対策が義務付
けられ、土地の処分・購入に際しては
もちろん、現在使用中の土地において
も周辺への拡散防止、資産価値の見直
し等早急な対応が必要とされていま
す。当社においては、土壌・地下水汚
染調査、修復事業は、調査計画・実施、
土壌修復施工に加えて、リスクコミュ
ニュケーション（インタリスク総研と
の提携）などを含めた総合的な事業展
開を行っています。2002年度は下グ
ラフのとおり、問い合わせ件数95件
のうち32件の調査・修復を行ってい
ます。

北九州市エコタウンでの実証研究を
通じて「スーパーリサイクロンシステ
ム」を開発し、油に汚染された土壌に
ついて、複数の洗浄実績があります。
（新エネルギー・産業技術総合開発機
構の「環境負荷低減汚染土壌浄化技術
の開発」委託研究）
この技術は、溶剤（化学薬品）や熱

を使用することなく、水と磨砕による
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バイオレメディエーションに
おける微生物動態解析

土壌汚染対策

環境配慮設計

遺伝子解析手法

建築物には、COP3 京都議定書
（1997年12月）締結以降、建物の省
エネルギー性能の向上などの環境を配
慮した設計が求められています。

当社では、環境配慮設計の効果を評
価するために、必要に応じてLCC・
LCCO2評価を行い、設計にフィード
バックしています。また、既存の建築
物のリニューアル計画の立案、建物資

産のデューデリジェンス評価のため、
LCC・LCCO2評価を行っています。

北埠頭ビルは，新交通駅舎から直接
アプローチの出来る店舗や事務所を含
む複合施設です。快適な集いを演出す
る空間作りと共に，省エネルギーに配
慮し，地球環境に優しい施設としてい

ます。屋根緑化や屋上緑
化を行うことにより，ヒ
ートアイランド現象への
緩和や，遮熱・保温効果
で階下の室内環境の省エ
ネルギー効果をもたらし
ます。また，環境の向上
により心理効果も期待で
きます（1期工事H15年
4月竣工，2期工事H16
年2月竣工予定）。
【屋根緑化】屋根を覆
うセダムは，四季折々に
変化する多肉植物です。
緑の景観による安らぎを
もたらすとともに，セダ
ムで緑化することで，建

物に外断熱効果をもたらし，省エネル
ギーに配慮します。
【屋上緑化】ハーブガーデンや芝生，
タイルやウッドデッキなど 視覚的に
も触覚的にも様々な素材で仕上られた
屋上デッキテラスは，訪れる人や働く
人々に憩いの場を提供します。
【太陽光発電】ソーラーパネルを設
置することで電力を補い，省エネルギ
ーに配慮します。
【駐車場緑化】駐車スペースを緑化
ブロックで覆うことで景観を優しく彩
るとともに，ヒートアイランド現象も
緩和します。
【ゼロエミッション】建材はリサイ
クル製品を出来るだけ使用し，また廃
棄物の資源化分別を行い，循環型・リ
サイクルネットワークを構築し，最終
処分の削減を推進して，ゼロエミッシ
ョンの体制を目指します。
【雨水の利用】雨水を屋上で貯留し，
屋上デッキへの散水に使用します。

問い合わせ件数及び調査・修復件数

土壌汚染対策

スーパーリサイクロンシステム
S R S／土壌汚染対策

（油に汚染された土壌の浄化技術）

環境を配慮した建設物の設計フロー
環境配慮設計

土壌・地下水汚染調査、修復件数
土壌汚染対策

土壌浄化技術で、油汚染土壌をトルネ
ードコンボ内で精米するように擦りあ
わせ、表面に付着した油を物理的に剥
離させ、洗浄除去した土粒子を回収す
るシステムです。
〈特　徴〉
●油の確実な除去…油含有量数万
mg/kgの土壌から油分を90～95％
除去することができます。

●土壌粒子の再利用…油除去した土壌
の現位置への埋戻し、及びｱｽﾌｧﾙﾄ骨
材等への再利用が図れます。

●環境負荷が小さい…自然の浄化力を
利用したシステムですので、煙、粉
塵、溶剤廃液等が発生しません。
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松山空港と松山市街のほぼ中央に位
置する建設地は、周囲には街路樹程度
という樹木の少ない環境にあって、
「準市街地の中に森に囲まれたチャペ
ルの結婚式を提供したい」とい
うお客様のご要望にお応えし、
屋上を緑の杜とする施工を行
いました。

花と緑に包まれた最高のロケーショ
ンの中、新しい門出にふさわしいステ
ージになった」と、お客様から高い評
価を頂いています。また、第１回屋
上･壁面･特殊緑化技術コンクール(平
成14年10月)において、日本経済新
聞社賞(屋上緑化部門)を受賞しました。

発注者：ドリーマー
設計者：建築･構造･設備-大建設計工

務、植栽計画-環境緑化研究所
施　工：1998年6月～1999年4月
建築面積：1,233.63m2

延床面積：3,524.37m2

屋上緑化（緑化技術）
建築物の屋上緑化技術

（ドリ－マ－ベルフォーレ松山「鐘の鳴る杜」）

環境を配慮した建築物の設計・施工
環境配慮設計

（神戸ポートアイランド、北埠頭ビル再建工事）
SRS全景

トルネードコンボ



家庭などで回収されるガラスを利用
したリサイクル商品です。マンション
（集合住宅）の給排気のための配管（給
排気系統）を通じて、高速道路、新幹
線などの騒音が室内に入ることがあり
ます。この器具を配管の途中に設置す
ることにより、外部の交通騒音などの
侵入を効果的に防ぐことができます。
●本商品は、株式会社熊谷組・新日鐵
化学株式会社・新日本熱学株式会
社・西邦工業株式会社による共同で
開発されたものです。

●施工実績
パ－クスクエア横浜/住友不動産（株）/設
置数395個

音源の位置・大きさ・高低といった
情報を特定するとともに、同時に撮影
されるデジタルカメラ画像上に音源を
表示させることにより、画像上の物体
のどこの部分からどのような音が出て
いるのかを視覚的に分かるようにした

高知県高岡郡越知町に、屋根付きで
は国内最大の埋立容量となる一般廃棄
物最終処分場を建設しました。
この最終処分場は、埋立中の粉じん
の飛散を防止するとともに、降雨によ
って生じる侵出水の内部貯留を防止す
るなど、処分場の機能を向上させてい
ます。また、処分場内への降雨量を抑
制することで水処理量を低減して、ラ
ンニングコスト（水処理施設の維持管理
費用など）を低減することができます。
また、当社は、北九州エコタウン内
に設置した響灘技術研究所において焼
却灰洗浄型埋立処理システム実証実験
も行っています。（環境事業団の「次
世代廃棄物処理技術基盤整備事業」助
成事業）

（解説） 一般廃棄物（家庭ごみなど）
の最終処分場および産業廃棄物の管理
型最終処分場においては、降雨などに
ともなって廃棄物からしみ出た水（浸
出水）を、一定の基準に適合するよう
に水処理施設により浄化して、外部の
河川などに放流しなければなりませ
ん。また、処分場内の有機系の廃棄物
は、土中の微生物（好気性の微生物と
嫌気性の微生物）により分解されて健
全な土壌に戻ろうとしますが、大雨な
どで処分場内に水が多く貯まると好気
性の微生物による分解が阻害され、浸
出水の水質などが悪化する原因となり
ます。従って、現在、屋根付きの最終
処分場が注目されています。

●施工実績
アリビオ－レ神楽坂/住友不動産（株）/試
験施工40m2

ゼファ－四ツ木 ザナドゥ21/（株）ゼフ
ァ－/試験施工40m2

グリュックニシダ/フジ住宅/試験施工
4m2

●本商品は、アイシン精機株式会社と
の共同開発によるものです。

廃棄物焼却施設からも排ガスに含ま
れるダイオキシン類による大気、土壌、
河川の汚染が問題となり、排ガスの排
出基準が強化されています。また、こ
れに伴って、排出基準を満たさない焼
却施設の改造をしなければなりません。

焼却炉を解体する場合については、
作業員の健康被害の防止のための空気
中のダイオキシン類の濃度分析、解体
した廃棄物の適正な処分などが必要と
なっています。
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装置です。工場騒音、工事騒音などの
評価や耳の不自由な方への音情報の提
供に活用できます。
●施工実績
三洋電機（株）岐阜工場遮音工事検討のた
めの現況調査/三洋電機（株）/試験実施
明伸興産（株）ボイラ－騒音調査/明伸興
産（株）/試験実施
ＪＲ東海 防音壁評価試験/永楽開発/試
験実施
●本技術は、中部電力株式会社・信州
大学工学部社会開発工学科山下恭弘
教授の共同開発によるものです。

マンションの床がフローリングなど
の場合、入居者が椅子をずらしたり、
歩いたりすることによる衝撃による騒
音（物音）は、この床の真下の部屋の
入居者にとっては不快な騒音となりま
す。この対応のために、床材に工夫を
加えました。

床衝撃音遮断性能が低下する原因と
なる共振現象を低減するため，波型の
ボイド型枠“サイレントボイド”を開
発しました。従来の中空ボイドスラブ
と同様の設計・施工が可能なため，コ
ストアップすることなく，高い床衝撃
音遮断性能を確保することが可能とな
ります。
●共同研究／開発者
信州大学工学部社会開発工学科山下
恭弘教授

●施工実績
ヴィラシス浦賀3番館K/SHIリゾート
/112戸　5,400m2

福井三の丸再開発K/三の丸再開発組合
/68戸　5,400m2

高砂団地計画K/兵庫県住宅供給公社/46
戸　4,800m2

益田教職員宿舎/益田市/1戸　1,200m2

品濃町団地住宅 K/都市公団/112 戸
10,000m2

白金 2 丁目計画/プロパスト/66 戸
300m2

アパタワーズ八千代緑が丘/アパ/344戸
17,500m2

西加賀屋パークホームズK 三井不動産
/324戸　2,600m2

京急矢向マンションK/京浜急行/120戸
2,100m2）

岩やコンクリ－トに穿孔した孔に水
を注水し、蓄電した電気エネルギ－を
電極棒の先端から一気に放電させ、こ
の衝撃波により対象物を破砕する工法
です。
化学物質や金属などの反応に頼ら

ず、水と電気エネルギ－のみを利用す
るため、環境汚染も無く、騒音・振動
が小さく、破片の飛び散ることもあり
ません。また、充電電圧の調整によっ
て破砕力も調整できます。

30MHz～10GHzの高周波数帯域で
電磁波シールド性能40dB（電磁波を
1/100に減衰）を実現するとともに、
簡易的な電磁波シールド施工を可能に
しました。

シックハウスの主な原因となるホル
ムアルデヒドを吸着・分解するために
一時的に吊り下げるカーテンです。吸
着スピード・吸着容量が従来品よりも
大幅に向上したため、カーテンとして
吊り下げるだけで、室内のホルムアル
デヒド濃度を1日で1／2、1／3にも
低減することができます。このカーテ
ンの吸着材は、主に天然鉱物と紙から
構成されていますので、可燃物として
処分でき、焼却時に有害物質も生じま
せん。
カーテンレール等に吊り下げるカー

テンタイプの他にと、収納や家具の中
に敷くタイプの2種類があります。主
に、ホルムアルデヒドの放散が最も大
きい内装の仕上げが完了した段階で使
用します。

ホルムアルデヒドを吸着
化学物質対策

（シックハウス対策）

廃棄物焼却施設解体
化学物質対策

（ダイオキシン対策）

可動式屋根付き一般廃棄物
最終処分場技術
廃棄物処理技術

サイレンサー
騒音対策

（建築物外部からの騒音防止器具）

音カメラ
騒音対策

（音源の特定と評価）

シックハウス対策・ダイオキシン対策

カーテン設置タイプ

収納設置タイプ

施設名 
大宮市東部環境センター 
多摩清掃センター 
北部クリーンセンター 
国立国際医療センター 
国立仙台病院 

処理量  
1 0 0トン/日×3炉  
2 0 0トン/日×2炉  
2 0 0トン/日×2炉  
0 . 1 2トン/日×1炉  
0 . 2トン/日×1炉  

炉形式  
ストーカ炉（全連）  
ストーカ炉（全連）  
ストーカ炉（全連）  

固定式  
固定式  

施工内容  
煙突 ( H = 5 0m )筒内更新工事  
灰ピット隔壁撤去工事 
建築及び設備解体工事 
焼却炉、煙突(H = 8m )  解体工事  
焼却炉解体工事  

廃棄物焼却施設解体施工実績

騒音対策　その他

サイレンサー取り付け状況

（ppm） 

設置前 
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場　所：収納（約120L） 
温　度：14～19℃ 
シート：A4サイズ、5枚設置 
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未設置 

厚生労働省指針値 

1枚設置 
2枚設置 

場　所：6畳間 
温　度：24～27℃ 
シート：1.8m2/枚 

サイレンサー外観

サイレントボイド
騒音対策

（床衝撃騒音の遮断材）

PAB工法
騒音対策

（プラズマによる低騒音破砕工法）

破砕工法の原理

破砕状況
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表彰を受ける立命館 
宇治作業所長 表彰式にて 

表彰の対象となった 
ネッコチップ工法 

表彰・研究論文発表・展示会・新聞、雑誌掲載記事 表彰・研究論文発表・展示会・新聞、雑誌掲載記事 

研究論文発表 環境に関する表彰 

環境に関する新聞・雑誌掲載記事 環境に関する展示会出展 

次世代型最終処分場技術の開発 
最終処分場における汚染水拡散防止型漏水検知修復システムの開発 
住宅の品質確保促進等に関する法律の床衝撃音対策に関わる測定方法の検討 その1 衝撃時間内応答インピーダンスについて 
画像に音情報を組み込んだ音源探査システムの開発－反射影響の低減に関する検討－ 
集合住宅において乾式二重床および二重天井が床衝撃音レベルに及ぼす影響 
室内空気汚染問題への当社の取り組みについて 
遺伝子解析技術による油汚染土壌の生物処理評価 
キャビテーションジェットによる揮発性有機化合物処理の基礎的検討 
市場研究／成長市場の獲得法　湖沼や内湾の水質浄化　－コンパクトウェットランド－ 
地下構造物と地下水環境 
衝撃時間内応答インピーダンスに関する検討 
タイル補修工法の臭気発生予測について 
局部火災加熱に暴露される建築部材の加熱性状 
キャビテーションジェットによる揮発性有機化合物処理の基礎的検討 
土質の異なる油汚染土壌を用いた生物処理の実験検討 
油汚染土壌のバイオレメディエ－ションにおける微生物群集の構造解析 
磨砕処理による油汚染土壌の浄化 
A study on correspondence of hearing impression and physical parameter of floor impact sound 
音情報と画像を組み込んだ音源探査システムの開発　その1　反射影響の補正に関する基礎検討－ 
音情報と画像を組み込んだ音源探査システムの開発　その2　反射影響の補正に関する基礎検討（雪の吸音効果との比較）－ 
乾式二重床施工方法による加振点変化のばらつきに関する検討 
集合住宅における乾式二重床の軽量床衝撃音遮断性能について 
乾式二重床の施工誤差による床衝撃音レベルのバラツキに関する検討-壁先行工法における検討－ 
衝撃時間内応答インピ－ダンスに関する検討 
環境音が集合住宅の床衝撃音の聴感に及ぼす影響の一考察 
集合住宅の空気質向上技術に関する研究（その2）－置床端部隙間を利用した機械換気方式の開発－ 
粘土鉱物混入紙によるホルムアルデヒド低減効果 
建築部材・材料からの化学物質放散挙動に関する研究（その3） 
短繊維の混入による石炭灰の造粒効果と単粒子強度特性 
最終処分場の基礎地盤に木チップ（木屑）を利用した凍上防止対策 
埋立廃棄物浄化促進被覆型最終処分場の現場適用事例 
音情報と画像を組み込んだ音源探査システムの開発-その1　地表面反射影響の補正に関する検討- 
音情報と画像を組み込んだ音源探査システムの開発-その2　地表面音響特性の適用検討- 
矩形ボイドスラブのボイド部インピーダンス特性について 
衝撃時間内応答インピーダンスの測定方法に関する研究－その１　スラブ周辺部からの反射影響に関する検討－ 
衝撃時間内応答インピーダンスの測定方法に関する研究－その2　周波数領域における補正方法の検討－ 
床衝撃音の聴感実験に関する研究-絶対評価における主観評価値と物理量の関係－ 
居住環境の空気質向上技術に関する研究－換気方式の違いによるホルムアルデヒドの濃度挙動 
最終処分場の基礎地盤に木チップ（木屑）を利用した凍上対策 
埋立廃棄物浄化促進被覆型最終処分場 
油汚染の磨砕による浄化プラントの機能について 
東北大学未来情報産業館の地下構造システム 
高濃度油含有粘性土壌の生物処理　－生物分解向上のための砂質土混合の影響－ 
高濃度油含有粘性土壌の生物処理　－生物処理期間中の微生物群集構造の変化－ 
埋立前処理と被覆型最終処分場における焼却灰の安定化促進について 
埋立前処理と被覆型最終処分場における焼却灰の安定化促進について 
種々の油汚染土壌における磨砕処理の浄化性能について 
置床を利用した換気システムの評価 
音情報と画像を組み込んだ音源探査システムの開発-パッシブ制御による反射影響の低減に関する検討－ 
床衝撃音の聴感実験に関する研究－L 値及び種々の物理量と主観評価の関係－ 
衝撃時間内応答インピーダンスの測定方法に関する研究－その3 ローパスフィルタによる高周波数成分の除去－ 
乾式二重床の床衝撃音遮断性能に関する研究－石貼り乾式二重床の床衝撃音遮断性能の検討－ 
難透気性油汚染土壌の生物処理 
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受賞に至った経緯 
東京大学生産技術研究所と民間企業17社で
行った共同研究の成果が認められ、日本コン
クリート工学協会から技術賞を受賞した。 
/表彰：2002.05 
右記参照 /表彰：2002.07 

右記参照 /表彰：2002.07 
 
＜高く評価された点＞ 
●ゼロエミッション工法（伐採材、残土のリサイクル） 
●自然還元型法面緑化工法（粉砕した未分解チッ
プと現地発生土を堆肥化なしに再利用する工法） 

●経済的なリサイクル緑化工法（現地廃材の
利用にて産廃処理、捨土量の減少、専用装置
による急速施工による施工費低減） 
/表彰：2002.10 
＜高く評価された点＞ 
●通常、産業廃棄物となる脱水ケーキ等を有
効利用する。/表彰：2002.10 
＜高く評価された点＞ 
●処分すべき微粒細砂を有効利用できる。 
●原石採取量を減らすことにより付随する表土
や廃棄岩を減らすことができる。さらに法面
発生量も減るため、コストだけでなく環境へ
の負荷低減にも寄与する。/表彰：2002.10 
屋上特殊空間の緑化について積極的に取り
組み、樹木の少ない準市街地の中で、優れた
効果を上げた /表彰：2002.10 

右記参照 /表彰：2003.02

表 彰 名  

 
日本コンクリート工学協会
協会賞　技術賞 

 
第43回建築業協会賞（BCS賞） 

第43回建築業協会特別賞 
 
 
 
平成14年度リデュース・
リユース・リサイクル（3Ｒ） 
推進功労者等表彰 
（国土交通大臣賞） 
 
 
 
 

平成14年度リデュース・
リユース・リサイクル（3Ｒ） 
推進功労者等表彰 
（会長賞）  
 
 
第1回屋上緑化・壁面・特
殊緑化技術コンクール 
（日本経済新聞社賞【緑化部門】） 
第12回ＢＥＬＣＡ賞 
（ベストリフォーム部門） 

表彰主催者名 
 
日本コンクリート 
工学協会 
 
（社）建築業協会 

（社）建築業協会 
 
 
 

 
 
 
 
 
リデュース・リユース・ 
リサイクル 
推進協議会 
 
 
 
 
 

 
 
（財）都市緑化技
術開発機構 
 
（社）建築・設備維持 
保全推進協会（ＢＥＬＣＡ） 

受 賞 対 象 名  
「吹付けコンクリートの高品質化技術の開発」 
石関嘉一/熊谷組・細川佳史/太平洋セメ
ント・西村次男/東京大学生産技術研究所・
魚本健人/東京大学生産技術研究所 
せんだいメディアテーク 
ＪＲセントラルタワーズ 
晴海アイランドトリトンスクエア 
 
 
 

立命館宇治作業所 
 
 
 
 
 
小山ダム作業所 
 
 
 

大滝ダム建設工事 
 
 
 
 
ドリーマーベルフォーレ松山 
 

上越市市民プラザ 

タ イ ト ル  
集合住宅の遮音技術を共同研究 
高吾北一般廃棄物最終処分場　移動式屋根で水処理低減 
建築現場内でホタルを飼育 
研修施設で音体験 
マンション、集合住宅の騒音対策 
エコサウンドパネルを鉄道防音壁に適用　 
常磐新線寿トンネル　建設発生土100％リサイクル 
簡易型電磁シールドビルの構築技術を共同開発 
鴻沼川地下河川シールド　環境に配慮し残土も再利用 
ホタルが飛び交う環境づくり 
熊谷組環境報告書の発行 
熊谷組の緑化システム 
次世代型最終処分場技術確立へ 
チャリティークリック／横須賀市ホームページ 
廃棄物埋立前処理技術を確立／次世代型の処分場 
低振動・低騒音の地盤改良工法「間欠エア噴射併用型インナースクリュー式締め固め工法」を共同開発 
石貼りの乾式二重床工法（石貼りＮＳフロアー）で高い床衝撃音遮断性能を実証 
平成14年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰で国土交通大臣賞を受賞した立命館宇治作業所について 
軟弱地盤克服へ多様な工法採用 
遮音性能に優れたサイレントボイドで日本建築センターの構造評定を取得 
100万人の市民現場見学会（鴻沼川シールド作業所） 
熊谷組　防音・遮音技術 
打込みサイレントボイドスラブを実施施工物件へ適用し、高い床衝撃音遮断性能を実証 
石膏ボードに電波吸収機能を持たせた建材について基礎的研究を実施 
「ネッコチップ工法」を韓国社に技術供与 
ＰＡＢ（プラズマ)工法　騒音・飛散抑え環境配慮 
リサイクル緑化工法（ネッコチップ工法）　韓国ＮＯＸ社に技術供与 

開 催 場 所  
東北地方整備局東北技術事務所 
つくば国際会議場「エポカルつくば」 

パシフィコ横浜 
 
幕張メッセ 
 
ハイブ長岡 
 

新宿リサイクル活動センター 
 
西日本総合展示場 
 
西日本総合展示場 

福井県産業会館 
 
横須賀リサーチパーク 
ＡＴＣホール 
さいたま新都心駅コンコース 

ナゴヤドーム 
 
サンメッセ香川 
国土交通省関東地方整備局関東技術事務所 

新宿区立大久保中学校  
 
インテックス大阪 

イベント名  
ＥＥ東北2002 
コンクリートテクノフェア2002 
エネルギーソリューション 
＆蓄熱フェア 
第2回環境未来都市 
ＥＸＰＯ2002 
エコ・ビジネス展2002 
ｉｎ長岡 
高田馬場リサイクルセンタ
ーまつり 
建設技術フェア2002 
in九州→写真① 
エコ・テクノ2002 
北陸技術交流テクノフェア 
2002→写真② 
ＹＲＰ5周年記念イベント 
建設技術展2002近畿 
建設新技術フェア関東2002 
建設新技術フェア2002 
in中部 
くらしと技術の建設フェア 
建設技術展示館 
新宿の環境学習応援団 
“まちの先生見本市” 
→写真③ 
水のＥＸＰＯ 

主 催 者 名  
国土交通省東北地方整備局 
（財）日本コンクリート工学協会 
東京電力（株）、電気事業連合会、 
（財）ヒートポンプ・蓄熱センター 

日刊工業新聞社 
 

新潟県環境会議 
 
新宿リサイクル活動センター 
 

国土交通省九州地方整備局 
 
西日本総合展示場（新館） 
技術交流テクノフェア実行委員会 
（福井市、北陸経済連合会他） 
（株）横須賀テレコムリサーチパーク 
国土交通省近畿地方整備局 
国土交通省関東地方整備局 

国土交通省中部地方整備局他 
 
国土交通省四国地方整備局 
国土交通省関東地方整備局 

新宿区教育委員会 
新宿環境情報ネットワーク 
 
水のＥＸＰＯ実行委員会、日本経済新聞社 

開催月 
2002.05 
2002.06 

2002.07 
 
2002.07 
 
2002.09 
 
2002.09 
 
2002.10 
 
2002.10 

2002.10 
 
2002.11 
2002.11 
2002.11 

2002.11 
 
2002.11 
2002.11 

2003.02
 

 
 
2003.03

出 展 内 容  
プラズマ、音カメラ 
下水道補修用防食モルタル、下水道補修システム、ＥＳボード 

蓄熱式空調システム 
 

緑化技術 
 

環境関連技術 
 
伐採材・伐根材を現場でチップ化し、堆肥工場で堆肥に加
工、現場でも使用する循環型社会の紹介 
コンパクトウエットランド次世代型水質浄化プロセス、プラ
ズマ、ネッコチップ工法 
環境関連技術 
音カメラ、エコサウンドパネル、工場騒音予測シミュレーション、
プラズマ、スーパーリサイクロンシステム、ネッコチップ工法 
緑化技術 
スーパーリサイクロンシステム、屋根付き（被覆型）最終処分場 
緑化技術 

音カメラ 
 
スーパーリサイクロンシステム、プラズマ、ネッコチップ工法 
スーパーリサイクロンシステム、プラズマ 
新宿区立津久戸小学校と当社協同による地域環境活動の紹介 
ホタルが生育できるビオトープ技術等をホタル生育の水槽で紹介 
伐採材を堆肥にかえる有効利用の紹介 
緑化技術 

掲 載 日  
2002.04.01 
2002.04.01 
2002.04.18 
2002.05.01 
2002.06.17 
2002.07.04 
2002.07.30 
2002.08.07 
2002.10.02 
2002.10.04 
2002.10.10 
2002.11.29 
2002.12.06 
2002.12.14 
2002.12.19 
2003.01.17 
2003.02.05 
2003.02.06 
2003.02.07 
2003.02.13 
2003.02.18 
2003.02.25 
2003.03.06 
2003.03.12 
2003.03.13 
2003.03.17 
2003.03.25

紙 名 / 雑 誌 名  
建設産業、建設工業、建設通信、日経 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設産業 
日本工業 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設産業、建設工業、建設通信、建設リサクル2002Vol．21 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設工業、建設通信 
建設工業 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設通信 
建設産業 
神奈川新聞 
九建日報 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設産業、建設工業、建設通信、日本工業、日刊工業 
建設リサイクル2003年Vol．22 
建設通信 
建設産業、建設工業、建設通信、日本工業、日刊工業 
建設産業、建設工業、建設通信 
日本工業 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設工業、建設通信、日刊工業 
建設工業 
建設産業、建設工業、建設通信 
建設産業、建設工業、建設通信、日経産業 
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メインテーマ：◎　関連テーマ：○ 

展示会風景〉〉〉 〉〉〉 〉〉〉 

 

第12回ＢＥＬＣＡ賞に当社が設
計、施工および施設運営に携わっている《上越市市民
プラザ》が「ベストリフォーム部門」を受賞しました 

受賞対象： せんだいメディアテーク 
受 賞 者： 熊谷組・竹中工務店・安

藤建設共同企業体 

受賞のポイント： 斬新な
プログラムと共に、透ける
柱と剛製のハニカム構造
の床スラブによる革新性
のあるスレンダーな構造が、
文化の進展と地球環境保全とのマッチングした、公共建築の新し
い地平を切り開いた点が評価されました。 

●ＢＣＳ賞とは－ ＢＣＳ賞は、わが国の良好な建築資産の創出を
図り、文化の進展と地球環境保全に寄与することを目的に昭和35
年に創設されました。建築の事業企画、計画・設計、施工、環境およ
び建築物の運用・維持管理等に関する総合評価に基づいて国内
の優良建築物を選考、建築主、設計者、施工者の3者を表彰してい
ます。 

今回は応募作品94件の中か
ら15件が本賞（内１件が《せん
だいメディアテーク》）、13件
が特別賞（内2件が当社を含
むＪＶ）に選ばれました。　 

受賞のポイント：　全国に先駆けてＰＦＩ事業の手法を活用した「上
越市市民プラザ」は上越市の「環境に優しいまちづくり」の方針
に則り、約15年経過した旧ショッピングセンターを「市民プラザ」
としてリニューアルし、資源の有効活用を図ると共に、建築計画・施
工においても市民が集い、子供が安心して遊べるスペースの創出
や太陽光発電やエコマテリアルの採用、フロンガスの 回収、全面
密閉による岩綿吹付改修など環境共生にも配慮した施設として
蘇り、それらが評価されたものです。 　　 

●ＢＥＬＣＡ賞「ベストリフォーム部門」とは－　ＢＥＬＣＡ賞とは、
良好な建築ストックの形成に寄与することを目的として、適切な維
持保全や優れた改修を実施した建築物のうち、特に優秀なものを
選び、（社）建築・設 備維持保全推進協会（BELCA）会長が表彰す
る既存建築物の総合的表彰制度です。同賞は「ロングライフ部門」
と「ベストリフォーム部門」の2部門で選ばれます。「ベストリフォー
ム部門」は改修により画期的な活性化が図られた建築物で、改修
から1年以上経過したものを対象として選考されます。 

第4343回建築業協会賞回建築業協会賞（ＢＣＳ賞）を
《せんだいメディアテーク》が受賞受賞！！ 
第43回建築業協会賞（ＢＣＳ賞）を
《せんだいメディアテーク》が受賞！！ 

リデュース・リユース・リサイクル推進功
労者として国土交通大臣賞を2年連続で
受賞 
内閣府などが後援する、

リデュース・リユース・リサ
イクル推進協議会の「平
成14年度リデュース・リユ
ース・リサイクル推進功労
者等表彰制度」において、当社
は国土交通大臣賞及び会長賞
を2年連続で受賞いたしました。 

【国土交通大臣賞】 
●立命館宇治作業所 
 （社）日本土木工業協会 推薦 
 ・伐採材や残土の有効利用 

【会長賞】 
●小山ダム作業所 
　（社）日本土木工業協会 推薦 
　・脱水ケーキ等を減勢工埋戻し材等に有
効利用 

●大滝ダム工事所 
　（社）日本土木工業協会 推薦 
　・微粒細砂をコンクリート骨材として有効
利用 

写真① 写真② 写真③ 
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社会とのコミュニケーション 社会とのコミュニケーション 

企業市民としての環境保全活動 第三者の声 

◆リサイクル施設を探検しよう 
建設副産物リサイクル広報推進会議

が主催する「リサイクル施設を探検し
よう」で、浅草寿トンネル工事所に小
中学生や父兄を招き、汚泥のリサイク
ル等環境保全活動の見学会を開催しま
した。 

◆新宿区一斉道路美化清掃（ゴミ
ゼロデー）に毎年参加 
毎年5月30日に新宿区が主催する「新

宿区一斉道路美化清掃5.30」に新宿区
立津久戸小学校と当社の本社及び首都
圏支社が合同で、周辺のごみひろい活
動に参加しています。 
平成14年度は津久戸小学校より、

生徒・父兄・先生計87名、当社70名、
新宿区役所3名の総勢160名で実施し
ました。 

 

 
具体的な活動内容  

環境に敏感なホタルを現場で飼育することで環境保全への取り組
みをＰＲ 
現場の囲いの一角に水槽を置き、ヘイケボタルの幼虫、メダカ及び
ホタルの餌になるカワニナを飼育 
新宿区のゴミゼロ推進のゼッケンをつけ、8班に分かれて、周辺の
ゴミ拾いとゴミゼロ推進をアピール 
　　参加者　先生、父兄、生徒87名 
　　　　　　社員　70名 
　　　　　　新宿区役所3名　　合計160名 
　　　　　　（広報車も参加） 
シンポジウムの共催 
活動の幹事として司会を務めるとともに、情報交換を行った。 

小中学生、父兄に泥水シールドの浅草寿トンネル工事所における
建設リサイクルの見学会を開催し、環境保全活動の紹介を行った。  
 
緑地保全への基金目的に当社のホームページを掲載し環境保全
活動をアピール 
バナー広告を閲覧者がクリックすると1回10円の募金をする。 
地域の清掃活動等 
累計1844回 
東京都環境局企業セミナーとして「21世紀！企業発展と環境配慮
との関わり」の中で“環境パートナーシップをつなぐ鍵とは”と題
して講演を行った。 
● 循環型社会を形成する取り組みの推進 
● 地球温暖化防止などを進める取り組みの推進 
● 美しい地域環境を守り育む取り組みの推進等をテーマとした委
員会活動 

宅地造成地及び周辺のゴミ拾い 
参加人数－組合（理事）5人、熊谷5人、 
作業員50人、住宅業者23社57人 
合計117人 
 年2回（春・秋） 
中国土木建築協議会鳥取県支部の一員として、有志の参加（ボラ
ンティア） 
鳥取営業所参加人数（約25人） 
清掃時間：　9：30～11:30 
直近実施日：　H15.4.27
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活動名称（またはタイトル） 

 
現場でホタル飼育 
環境への取り組みの強化 
 
 
 
 新宿区ゴミゼロデー 

 
 
 協働で創ろう 環境都市 新宿 

　  
リサイクル施設を探検しよう 

 
 
チャリーティクリック 
 
 ＫＵＭＡＧＡＩやるぞ活動 

 
東京都環境局企業セミナー 
 
 
 環境委員会 
 
 
 
松崎クリーンアップ活動 

 
 
 
 鳥取砂丘一斉清掃 

 
主 催者名  

 
 友泉道玄坂ビル作業所 

 
 
 新宿区役所 
津久戸小学校 
熊谷組本社、首都圏支社 

 
新宿環境情報ネットワーク 
新宿エコ事業者連絡会 
 
 建設副産物リサイクル広報推進会議 

 
 
横須賀市 
 
 首都圏支社全作業所 

 
東京都環境局 
 
 
 （社）愛知県建設業協会 

 
 
松崎土地区画整理事業組合 
松崎作業所 
 
 

 鳥取市 
（鳥取市役所市民参画課） 

 実施場所（県・市または施設名） 

 
 東京都渋谷区円山町4の3 

 
 
 
東京都新宿区津久戸町 
　　　　〃　　 揚場町 
 
 
 新宿教育センター大研修室 

東京都台東区浅草１丁目 
熊谷・大豊・大木 特定建設工
事共同企業体 
浅草寿トンネル工事所 
 インターネット 
横須賀市ホームページ 

 首都圏支社全作業所 

 
東京都環境学習センター 
 
 
愛知建設業会館 
（名古屋市） 
 
 
 新潟市松崎・大形地内 
 
 
 
 
鳥取県鳥取市 
 

環境カウンセラー、 
新宿環境活動ネット 

 

松崎クリーンアップ活動 

リサイクル施設を 
探検しよう 

新宿区 
ゴミゼロデー 

鳥取砂丘 
一斉掃除 

 

板
本 

由
恵
さ
ん 

早稲田大学 

倉
田 

雅
人
さ
ん 

ジャーナリスト・環境カウンセラー、
新宿環境活動ネット 

崎
田 

裕
子
さ
ん 

東京ガス株式会社 

佐
藤 
達
樹
さ
ん 

東洋大学大学院 

日
向 

洋
一
さ
ん 

株式会社損害保険ジャパン 

岩
沢 

禎
二
さ
ん 

社会福祉法人 
新宿区社会福祉協議会 

楠
見 
惠
子
さ
ん 

環境報告書をより多くの方
に読んでいただけるようわかり
やすくするため、昨年度の環境
報告書に対する御意見・御要望
を企業、ＮＰＯ、学生の方々に集
まっていただき伺うことが出来
ました。その内容を紹介します。 

◎熊谷組の環境報告書（2002年版）の感想  
情報量充分。まじめに取り組んでいる。真剣さ
は伝わる。好印象を受ける。ただし、読みやす
さは普通。会社の特徴、社員が生き生き働いて
いるかはあまり感じられない。わかりやすくす
ることが企業イメージのアップにつながる。 
情報公開に一生懸命なことはわかりますが、市
民にもっとわかりやすくしてほしい。 
どの人を対象にしているのか？建設業以外、主婦、
学生が対象であればもっとわかりやすくしたほ
うが良い。 
アンケート回収率はこんなものです。損保ジャ
パンの昨年度実績では18,000部発行に対し
61通の回答がありました。（熊谷組は5000部
発行に対し12通の回答がありました、という説
明に対し） 
アンケートを返さなくても意見を持っている人
はたくさんいます。ズームはとても見やすい。 
遊びが無いように感じる。報告書は全体におと
なしく印象に残っている記事が無い。 
全体がグリーンにまとめられているのは優しい
感じがして好感を持った。 
ＷＥＢのカラーは紙ベースと異なり見やすい。 
発行形式ついてはＡ4版数枚の紙ベースであと
はＨＰというのもいいのではないか。 
投資検討の目的と信頼関係を築く目的など使
い方のすみわけがあったほうが良い。 
紙ベース版はプロ向けの厚いものとダイジェス
ト版も作って使い分けるのが良い。 

◎熊谷組の環境報告書への要望  
今後は土壌汚染、化学物質関連の情報をもっと
出してほしい。小さく扱われていたので意外で
した。 
建築をそんなにやっているのであればシックハ
ウスなども取り上げてほしい。それが一般の関
心のあることです。 
化学物資に対するリスクコミュニケーションを
取り組んでいることを積極的に公開することで
企業のプラスに持っていることを戦略としてし
て考えてほしい。 
安全と安心の取り組みを環境といっしょに取り
上げてもいいのではないか。耐震もいっしょに
取り上げてもいいのではないか。 
悪いことろをもっと書いたほうがいい。それが

信頼を得ることになる。 
守秘義務があるかもしれないが公表できること
は公表してほしい。 
ここが会社の弱点で次の課題はここであると
いうことを言うとポイントは上がる。 
悪いところを書いて同時に技術開発によって
改善していることも書くと信頼性が高くなる。 
損保ジャパンと日産自動車共同でステイクホル
ダーを対象に意見を伺いました。外部コミュニ
ケーションをどのようにとっているかを示すこ
とは重要です。 
施工時だけでなく供用時の環境面への効果も
扱ってほしい。 

◎熊谷組の環境報告書（2002年版）の各章
へのアドバイス 

◆環境基本方針 
「私たちが築くのは、”こころ”です」のやわら
かく温かい感じと環境報告書の硬い感じが合
わない。 

◆データで見る環境影響とリサイクル活動   
リサイクル率78％がすごいのかどうかわからな
い。何万ｔといわれても多いのか少ないのかど
うかわからない。 
業界の数字を示しておくと良い。 
わかりやすいたとえ（富士山の何倍の高さなど）
を使って表現すると良い。 
他社の環境報告書では達成できたのかどうか
をマークで表していた。個々には細かく書いて
あるが目標に対する結果がわかるようにしてほ
しい。 
「データでみる…」を報告書導入部の概要版と
して位置づけ参照ページを示し、詳細が後に続
く組み立てにするとわかりやすい。 
数字だけでなく算定方法も示したほうが良い。 

◆環境負荷低減活動（全社の取り組み） 
環境用語が帯タイトルに来ているとカタく、環
境一般論のように感じる。熊谷組がどうしてい
るかがサブタイトルにきている。 

◆環境負荷低減活動（サイト別の取り組み）   
サイト別、事業所別はわかりづらい。 
会社のことを言いたいのだから、この会社の環
境報告書と感じられるものにしてほしい。 
サイト別のページのアイコン表示の意味はわか
らない。 

「環境監査」が別のところにあればサイト別の
ページの字が大きく出来るので見やすくなる。 

◆環境監査　他  
外部監査の箇所で市民とのコミュニケーショ
ンを持ちフィードバックしていることを示すと
良い。緊急事態対応は信頼性確保のために
分量的にはもっと多くていいのではないか。 

◆環境会計   
環境会計は総括として意味づけて、最後にまと
めたほうがいいのではないか。 
環境会計の1番目の表は見やすいが、2，3番目
の表は読みやすくするための工夫が必要である。 

◆環境に配慮した施工   
環境に配慮した施工では図を大きくしてほしい。
わからない写真が多い。 
専門用語などわからない用語の脚注がほしい。
代替型枠がわからない。 

◆表彰・研究論文発表・展示会・新聞記事   
研究論文のページは新鮮に感じた。信頼性を
高めている。 
項目の分類を示しているのが良い。 

◆企業市民としての環境保全活動     
「企業市民…」でゴミ拾いのチラシは顔が見え
て良い。 
企業活動のページを倍にしてほしい。地域の
方とのコミュニケーション、現場の公開などと
ゼロエミなど積極的に活動している状況を載
せてはどうか。 
社員教育をちゃんとやっているという記述もほ
しい。代表的な写真を掲載して他の教育は体
系的なものを示したほうがわかりやすい。ひと
つしかないのかと思う。 

◆これまでの経緯   
今後の展望を「これまでの経緯」の最後に入れ
てはどうか。 
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（編集担当より） 
思っても見なかったところを御指摘いただきハッとしました。
報告書をわかりやすくするためのアイデアをたくさんいた
だきました。これらを踏まえ、今後の環境報告書に出来
るだけ反映させていきたいと思います。これからも御指
導よろしくお願いします。お忙しいところ御参加いただき
ありがとうございました。 
 

（以下敬称は略させていただきます。） 
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これまでの経緯 

 
 
今年度の環境報告書では、二つのこ

とを新しく企画しました。 
「ごあいさつ」では富士常葉大学の
松田美夜子助教授をお招きし当社の鳥
飼社長との対談をお願いしました。松
田助教授には、当社の環境への取り組
みについて、専門的な見地からのアドバ
イスと応援と“元気”をいただきました。
また、「第三者の声」では企業、ＮＰＯ、学
生の方々に当社の環境報告書を読んで
いただき、貴重なアドバイスと“率直な

意見”をいただきました。これらの企画
に快くご参加いただきましたことに、感
謝するとともに、社会の一員として、当
社も皆様に暖かく支えられていると再
認識いたしました。 
まだまだ、記述が足りないところはご
ざいますが、今後も、さらに良い環境報
告書を作りたいと思いますので、皆様の
暖かい御声援をよろしくお願いします。 
  

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
環境報告書作成スタッフ 

これまでの経緯 
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事業の沿革  
・オーストラリア＝シドニーハーバートンネル開通 
・ＢＣＳ賞受賞（東京都庁舎、横浜ビジネスパーク） 
・経営理念策定 
・幕張プリンスホテル竣工 
・土木学会賞受賞（オーストラリア初の海底道路トンネルの設計・施工） 
・台湾＝新光人壽摩天大楼竣工 
・ＢＣＳ賞受賞（けいはんなプラザ・住友ホール） 
・土木学会賞受賞（田中賞・バンコク第二高速道路） 
・海外技術センターをシンガポールに新設 
・土木学会賞受賞（技術賞・北陸新幹線五里ヶ峰トンネル） 
・ＢＣＳ賞受賞（フェニックスリゾートシーガイア） 
・インターネット・ホームページ開設 
・東京湾横断道路川崎トンネル浮島北貫通 
・香港西部海底トンネル開通 
・仙台空港新旅客ターミナルビル完成 
・土木学会賞受賞（技術賞・神田川・環状７号線地下調節池工事） 
・常務松本良夫が社長、社長熊谷太一郎が会長にそれぞれ就任 
 
・創業100周年を迎える 
・土木学会賞受賞（田中賞・汲水門大橋、明石海峡
大橋、伊勢湾岸自動車道名港大橋[西大橋]） 
・ＢＣＳ賞受賞（メディアパーク） 
 
 
 
・土木学会賞受賞（田中賞・来島大橋） 
 
 
 
 
 
 
・鳥飼一俊が社長に就任 
 
 
 
 
 
・上越市市民プラザがオープン（我社国内初ＰＦＩ事業） 
・資本金減少（約820億円→約334億円/3月末） 
・第二東名高速道路浜松トンネル西工事、ＴＢＭの
月進日本記録樹立（809.5m） 
・グッドデザイン賞受賞（階段室型共同住宅用エレ
ベータ、（金賞）せんだいメディアテーク、都営地
下鉄大江戸線飯田橋駅工区） 
 
 
 
・平成14年3月期(65期）決算連結決算9期ぶり黒
字化、有利子負債大幅圧縮 
・ＢＣＳ賞受賞（せんだいメディアテーク） 
 
 
 
 
・第12回ＢＥＬＣＡ賞「ベストリフォーム部門」受賞（上
越市市民プラザ） 
・経営構造改革3カ年計画策定 
・飛島建設（株）との経営統合発表 

 

環境面の取り組み  
・「地球環境保全委員会」設置（4月） 
 
・「地球環境保全に関する基本方針」、「環境理念」、「行動指針」
を制定・発表(2月） 
 
・環境保全技術ワーキンググループを設置し活動開始（10月） 
 
・環境マネジメントシステム導入の検討開始（1月） 
・環境安全本部を新設（4月） 
・環境管理啓発ハンドブック発行（隔月発行Ｖｏｌ.1～4）（6月） 
・ISO14001の導入決定（7月） 
・「ISO推進室」を支店に設置（10月） 
・イントラネットを使った建設副産物管理システム運用開始（4月） 
・「エコサウンドパネル」（リサイクル資材を用いた防音壁）が旧
建設省の「建設技術評価」の認定を取得（6月） 
・横浜支店JAB認定機関により建設業界で初めてISO14001
審査登録（10月） 
 
・地球環境推進室、品質環境マネジメント室を本社に設置（1月） 
・「地球環境保全活動基本計画(1998)」を策定（4月） 
・「環境配慮設計チェックシート」の試行開始（設計本部）（6月） 
・東京、大阪支店ISO14001審査登録（10月） 
・名古屋、北陸支店ISO14001審査登録（11月） 
・北関東支店ISO14001審査登録（12月） 
・環境負荷削減に関する全社目標の設定（12月） 
・東関東、神戸支店ISO14001審査登録（1月） 
・環境事業プロジェクト部の新設（1月） 
・東北、広島支店ISO14001審査登録（2月） 
・北海道、四国、九州支店ISO14001審査登録（3月） 
・「ネッコチップ工法」（伐採木のリサイクル工法）が（財）先端建
設技術センターの「技術審査証明」を取得（3月） 
・「地球環境保全活動基本計画(1999)」を策定（8月） 
・グリーン購買活動ガイドライン制定（2月） 
・品質・環境管理部に改組（4月） 
・環境事業団「Ｈ12次世代廃棄物処理技術基盤整備」助成事業入選（7月） 
・響灘環境技術研究所を新設（8月） 
・「Ｇreen Ａctivities2000」発行（9月） 
・ＳＲＳによる油汚染土壌浄化技術完成（11月） 
・ＮＥＤＯより「環境負荷低減汚染土壌浄化技術の開発」を受託（3月） 
・北関東、東関東、東京、横浜支店を首都圏支社として
ISO14001拡大登録（4月） 
・大阪、神戸及び四国支店を関西支社としてISO14001拡大登録（5月） 
・グリーン購買活動ガイドラインをグリーン購買要領に名称変更（9月） 
・グリーン購買対象品目の選定品目を追加（建設用資材、機械な
ど14品目を選定）（9月） 
・「Ｇreen Ａctivities2001」発行(9月） 
・名古屋及び北陸支店がISO14001の登録を更新（第1回目）（10月） 
・「地球環境保全活動基本計画（2001）」を策定（12月） 
・広島、東北及び北海道支店がISO14001の登録を更新（第1回
目）（1月） 
・九州支店がISO14001の登録を更新（第１回目）（2月） 
・「Ｇreen Ａctivities2002」発行(9月） 
 
 
 
・グリーン購買対象品目の選定品目を追加（建設汚泥から再生
した処理土、土工用水砕スラグなど29品目を追加し、合計43
品目選定）（2月） 
・「地球環境保全活動基本計画（第4版）」を策定（2月） 

　 
建設業界ほか社会の動き 

・「地球変動枠組み条約」採択 
・「地球環境サミット（リオデジャネイロ）」開催 
・「環境基本法」施行 
・「基本理念」を制定、発表 
 
・建設省「環境政策大綱」 
・建設省「建設副産物対策行動計画」 
・COP-1（ベルリン） 
・COP-2（ジュネーブ） 
・「環境マネジメントシステムの国際標準規格」発
行 
・建設10団体「建設産業環境行動ビジョン」 
・COP-3（京都） 
・建設省「建設リサイクル推進計画’９７」 
・経団連「環境自主行動計画」 
 
 
 
・COP-4（ブエノスアイレス） 
・「地球温暖化対策推進大綱」 
・建設3団体「建設業の環境保全自主行動計画」
第二版 
 
 
 
・COP-5（ボン） 
・改正省エネルギー法施行 
・ＰＲＴＲ法施行 
 
 
 
 
・COP-6（ハーグ） 
・循環型社会形成推進基本法制定 
・建設リサイクル法制定 
・グリーン購入法制定 
 
 
・COP-6再開会合（ボン） 
・COP-7（マラケシュ） 
・「環境省」発足 
・建設リサイクル法基本方針策定 
・環境省、環境報告書ガイドライン、環境パフォー
マンス指標策定 
 
 
 
 
・環境省「環境会計ガイドライン2002年版」策定 
・フロン回収破壊法施行 
・建設リサイクル法全面施行 
・国土交通省「建設リサイクル推進計画2002」策定 
・京都議定書（COP-3）の受諾を閣議決定 
・「持続可能な開発に関する世界サミット」（ヨハネスブルグ） 
・COP-8（ニューデリー）                   
・土壌汚染対策法施行 
・建設3団体「建設業の環境保全自主行動計画」（第
3版） 

熊 谷 組  
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社会とのコミュニケーション 社会とのコミュニケーション 

昨年度版に対し読者の皆様からいただいた御意見・御感想 

昨年度の環境報告書「Green 
Activities2002」に対し12名
の読者の方から御意見、御感想
をいただきました。以下にその
内容を示します。 

（編集担当より） 
御意見、御感想お寄せいただきありが
とうございました。まだまだ力不足で今
年度の環境報告書にも反映できなか
った部分がありますが、出来るところか
ら徐々に反映していきたいと思います。
今年度版に対しても御意見、御感想を
お寄せいただければ幸いです。 

  
読みやすさは、いかがですか？ 
 

1．わかりやすい …………7 名 
2．ふつう …………………5 名 
3．わかりにくい …………0 名 

  
掲載されている情報の量につい
て、どうお感じになられましたか？ 

1．充 分 …………………7 名 
2．ふつう …………………4 名 
3．ものたりない …………1 名 

  
掲載されている情報の質につい
て、どうお感じになられましたか？ 

1．充 分 …………………7 名 
2．ふつう …………………3 名 
3．ものたりない …………2 名 

  
当社の環境保全活動について
の印象をお聞かせください。 

1．期待どおり ……………3 名 
2．ほぼ期待どおり ………6 名 
3．ふつう …………………2 名 
4．ものたりない …………1 名 
5．不 満 …………………0 名 

  
本報告書(GreenActivities2002)をどのようにお知りになりましたか？ 

1．GreｅnActivities2001…0 名 
2．新聞･雑誌 ………………0 名 
3．当社ホームページ　…… 1 名 
4．環境関連イベント ………1 名 

  
  

5．当社社員 ……………7 名 
6．その他 …………………3 名 
集まれ！環境報告書HP１名 
送付請求により2名 
 

  
あなたのお立場をお教えくだ
さい。 

1．お客様 …………………1 名 
2．株 主 …………………0 名 
3．企業の環境担当として 0 名 
4．調査・研究関連 ………3 名 
5．行 政 …………………2 名 
6．環境NGO/NPO………1 名 
7．学 生 …………………0 名 
8．その他 …………………5 名 
環境報告書制作スタッフ１名 
社員１名、無記入3名 

当社の環境保全活動に関して何を期待され
ますか？ 
●建設時に比べて、運用に供するCO2排出量はばく大な
ものであります。運用時に関する内容を検討してほしい。 

●企業の最先端の技術をこちらも絶えず勉強しておく必
要があると思われます。情報の提供など、ホームページ
を見ることもありますが、ダイレクトメールも役に立ちま
す。 

●例えば発生土を利用土・流用土にするためのシステム
がない。手法が各作業所の個人能力にまかされている。
最低でも支店単位の統括者が一元管理する等のシステ
ム化が必要と思われる。 

●貴社の環境に対する積極的な取り組みに期待しており
ます。 
●これだけの充実した資料を是非全国の地方自治体にご
配付下さい。 

●実施結果のフィードバック、特にリスク管理の強化 
●環境に対し負荷をかける機会の多い御社には常に細か
いところまでお気づかいいだだけるようお願いしたいと
思います。 

報告内容について、改善すべき点などお気付きでした
らお教えください。 
●研究論文発表のリスト、新聞記事一覧はとても参考になる。建設会
社の環境報告書はえてして内容（特に技術関連の）をつめこみがち
だが適度な情報量でわかりやすかった。 

●取り組み内容を詳細に記載されている。 
●たぶんできているものと思いますが仕事の分類ごとの公開資料の
データ集などを一般用に公開していただければ、大変役立つものと
思われます。（ＣＤ等電子情報化も含める） 

●オフィスの資源消費量やCO2排出量は、内勤社員一人当たりどれく
らいなのか、その値は他社や全国平均とくらべてどうなのか、毎年
減少しているのか・・・などを報告しないと意味がないのではないか。 

●環境に配慮した新技術・新工法の情報を多くしては・・・ 
●p4～5資源リサイクルは理解出来ますが、CO2の削減効果がよく理
解できませんでした。 

●（例）「環境監査」では継続しました、ではなく実施した結果がどう
であったのか知りたい。 

●「サイト別の取り組み」について図示するなどしていただけるとイメ
ージでとらえやすいと思います。 

寄　付 

賛　助 

第３回世界水フォーラム 
滋賀・京都・大阪企画 

調整委員会 

（財）環境科学技術研究所 

（社）国土緑化推進機構 

新宿環境情報ネットワ－ク グリーン購入ネットワーク さいたま　けやき基金　 

ＧＬＯＢＥ ＪＡＰＡＮ 
（地球環境国際議員連盟） 
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熊谷組のイメージアップのために久里洋二氏のイラストによる広告の
全社的な展開を積極的に進めています。ここではその一部を紹介します。 
熊谷組のイメージアップのために久里洋二氏のイラストによる広告の
全社的な展開を積極的に進めています。ここではその一部を紹介します。 

No. 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16

使用品目 （看板/シート/パンフレットﾄ/文房具 等） 
看板 
階段室型共同住宅用エレベーターを運ぶトレーラー 
ケーソン製作用台船の陸側フローティング部壁面 
看板（夜間イルミネーション） 
徳山ダムの展望台 
タオル 
看板 
プラスチックボード 
垂れ幕       
ポスター 
垂れ幕       
のぼり、手旗、ポスター 
シート 
クリアホルダー 
シート 
うちわ 

使用部署（作業所）名 
首都圏支社　柳島雨水ポンプ場作業所 
建築本部 
北陸支店　敦賀港ケーソン作業所 
北陸支店　松崎作業所 
名古屋支店　徳山ダム工事所 
東北支店　東北大学（青葉山2）作業所 
東北支店　仙台空港作業所 
横浜支店　保土ヶ谷共同溝作業所 
北海道支店　京極作業所 
香港工事所 
名古屋支店　亀山インターチェンジ作業所 
九州支店　管理部総務グループ 
名古屋支店　青少年公園作業所 
首都圏支社　品質・環境管理室 
首都圏支社　熱海クラシックホテル作業所 
広報部 
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今、人は地球について考えています。�

そして、自然のことを想っています。�

地球があって、緑にあふれ、人々が生活する。�

私たちはそんな基本的なことから考えたい。�

私たちのふるさと・地球にやさしい技術の確立。�
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